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業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 

最近の業績の動向等を踏まえ、平成 20 年２月８日の決算発表時に公表した平成 20 年 12 月期中間

連結業績予想を下記のとおり修正いたしますのでお知らせいたします。 

 

記 

 

1. 平成 20 年 12 月期中間連結業績予想数値の修正 

(平成 20 年 1 月 1日～平成 20 年６月 30 日) 

                              (単位;百万円、％) 

 
売 上 高 営業利益 経常利益 中間純利益 

１株当たり

中間純利益

前回発表予想(Ａ) 

(平成 20 年２月８日発表) 
３６,５００ ５００ ５００ ２００ ３円０６銭

今回修正予想(Ｂ) ３９,２００ ６３０ ６６０ ２２０ ３円３６銭

増減額(Ｂ－Ａ) ２,７００ １３０ １６０ ２０ －

増減率 ７．４ ２６．０ ３２．０ １０．０ －

前中間期 

(平成19年12月中間期)実績 
３５,４５４ ３０１ ３５０ ２６９ ４円１２銭

 

                            

2. 修正の理由 

中間期の業績につきましては、消費者の生活防衛意識の高まりを反映して、全般的に酒類消

費需要が低迷する中、売上高については積極的な販促政策が功を奏し、チューハイ、甲類焼酎、

甲乙混和焼酎が堅調に推移したため、前期並びに前回発表予想を大幅に上回る見込みとなりま

した。 

営業利益、経常利益においても、大麦を初めとする原材料価格並びに重油の高騰があったも

のの、売上高の増収や原料用アルコールの効果的な購買、販売費の効率的運用により、前期並
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びに前回発表予想を大幅に上回る見込みとなりました。 

当期純利益については、大幅な経常利益の増益もあり、前回発表予想を上回る見込みであり

ますが、前期は投資有価証券売却益があったため、前期を下回る見込みであります。 

下期の売上高も引き続き好調を維持し、営業利益、経常利益とも前期を上回る見通しであり

ますが、今後の消費動向や原料用アルコール等輸入原材料価格並びに為替相場などの不確定要

素もあることから、通期の業績につきましては、前回発表予想のままとさせていただきます。 

なお、上記の業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成した

ものであり、実際の業績は、今後の様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。 

 

  

以  上 
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